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１　研究主題について

成長期における望ましい生活習慣を身につけた生徒とは、「心身の成長や保持増進のために、朝食を含む１日
３度の栄養のバランスのよい食事を規則正しく摂ることや適度な睡眠の重要性を理解し、朝食を欠かさず食べ、
早寝・早起きを心がけようとする生徒」である。

成長期にある生徒にとって、健全な食生活は健康な心身を育むために欠かせないものであると同時に、将来
の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすもので、極めて重要である。子供のころに身についた食習慣を大人になっ
て改めることは、容易ではない。学校・家庭・地域が連携して、生徒の望ましい食習慣の形成に努める必要が
ある。

２　目指す生徒の姿・研究の構想図

○ ‌�早寝・早起き・朝ごはんを摂ることの意義を理解する。
（理解）

○ ‌�規則正しい生活や朝食摂取への関心をもち、自分の生活を
よりよいものにしようとする意欲をもつ。（心情）

○ 早寝・早起き・朝ごはんを実践する。（行動）
○ 保護者の理解と協力のもとに実践する。（協働）

３　具体的な実践例

（１）外部講師による睡眠教室　（全学年対象　総合的な学習の時間）
生徒の生活習慣の改善を図るため睡眠健康指導士の先生を講師に招き、「食事と睡眠」を結び付け成長期の中

学生に必要な睡眠時間の確保が「健康・学力・技能」の３つを高めることや、質のよい睡眠のとり方について
学んだ。授業後は、睡眠時間や
朝食摂取の有無、睡眠時間確保
のための目標を達成できたかを
記録する生活習慣チェックシー
トの取組を行った。

（２）生徒会生活委員会活動の年間計画に沿った実践
生徒会組織の生活委員会と連携を図り、「早寝・早起き・朝ご

はん」の啓発活動を行った。生徒が話し合い、全校に提案した後、
委員会活動で朝ごはん調査を行った。調査結果をもとに生活委員
が校内新聞を作成したり、放送したりすることで、朝ごはんの大
切さを全校生徒に呼びかけた。加えて今年度は、生活委員が生徒
の睡眠時間調査を行い、毎日の結果を帰りの会で放送し、数値が
よくなっているクラスを紹介した。
〈生徒の姿〉生活委員の主体的な活動によって、望ましい睡眠時
間を守る生徒の数が増え、生活習慣をよくしようとする意識が高
まった。

（３）ＰＴＡと連携した家庭への啓発活動と研修会等の企画
保護者を対象に本市給食センターの視察を行い、栄養教諭が本校生徒の朝ごはん摂取

の実態や朝ごはんの役割と重要性、用意しやすい朝ごはんについての話をした。また、
SNS の利用方法や使用時間について親子で話し合うなど生活習慣の改善を見つめ直す機
会となった。研修会の内容は食育便りや PTA 新聞に掲載し、家庭や地域へ発信した。

食育指導
実践例

令和５・６年度公益財団法人福岡県学校給食会学校給食研究指定委嘱事業報告
成長期における望ましい生活（食）習慣を身につけた生徒の育成
～家庭と連携した「早寝・早起き・朝ごはん」の取組を通して～

� 大牟田市立松原中学校

【朝ごはん〇×クイズ】

【調査結果を放送】

【生活委員：朝ごはん新聞】
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（４）「自分で作る朝ごはんの日」に向けて（全学年対象　総合的な学習の時間）
「自分で作る朝ごはんの日」は、栄養のバランスを考えて献立を作成し自分

の力で朝ごはんを作って食べる取組である。夏休み中に家族と相談しながら実
践し、レポートの作成を行った。それに向けて、２・３年生の授業では、①病
院の管理栄養士による「不規則で偏りのある食生活を送ることの体への弊害」
についての話を聞いたあと、②生徒の朝ごはん作りへの意欲を高めるために

「自炊力を高めることのよさ」を提示した。そして、③「朝ごはんの献立計画
における３つのポイント（栄養のバランス・調理しやすさ・彩り）」とその具
体例を示し、献立を作成させた。（夏休みに実践）１年生の授業では、①朝食
の摂取状況や内容を振り返り、自分の朝食の課題を探り、その後②「朝ごは
んの1品献立計画の３つのポイント（栄養のバランス・調理しやすさ・彩り）」

について学習し、献
立を作成させた。（夏
休みに実践）実践後
の振り返りでは、栄
養のバランスを確認
する際に、６つの基
礎食品群がそろっているかについて、献立の自己評価
を行うようにした。
〈生徒の姿〉朝ごはん作りを通して、毎日の朝ごはん
を準備してくれる家族への感謝の気持ちを感じたり、
朝ごはんの栄養バランスを見直すきっかけになった
り、「早寝・早起きを心がけたい」と、睡眠と併せて
生活習慣の改善を見直す生徒も見られた。

４　成果と課題

〈成果〉３年生のアンケート結果において、令和5年度と令和6年度を比較す
ると、「朝ごはんを食べることは大切だと思うか」という質問に対して「と
ても思う」と回答した生徒の割合は、2.7ポイント上昇し、朝ごはん摂取率
について、「毎日食べる」と回答した生徒の割合は、9.9ポイント上昇した。
また、「早起きは大切だと思うか」という質問に対し「とても思う」と回答
した生徒は、17.5ポイント上昇した。３年間の取組により睡眠と朝ごはん
摂取の規則正しい生活習慣の重要性を理解し、「早寝・早起き」を心がけよ
うとする生徒が増えたことで、今まで就寝時刻が遅いために朝に食欲がな
かったり、食べる時間がなかったりする生徒が、朝ごはんを食べることがで
きるようになり、朝ごはん摂取率が上昇したと考える。また、「食事と睡眠」
の２つを結び付けた学習や、自分で作る朝ごはんの日の取組（自ら計画→調
理→食べる実践）は、望ましい生活（食）習慣を身につけた生徒の育成に有
効であった。特に、取組の際に家族からのアドバイスや感想をもらうなど家
庭との連携を考えた手立ては、生徒の実践意欲が向上し、生活改善につな
がった様子が見られたことから有効であったと考える。
〈課題〉２年生においては、就寝及び起床時刻が、遅い時間に推移している
傾向が見られ、前年度より朝ごはん摂取率が低下した。しかし、２年間の取
組の中で、「早寝・早起き」のよさを実感した生徒もいたことから、さらに
実践を積み重ね、「早寝・早起き・朝ごはん」のよさを生徒に実感させてい
くことが大切であることを感じた。望ましい生活（食）習慣を身につけた生
徒の育成には、家庭との連携が不可欠であり、今後も「理解・心情・行動・
協働」の４つを軸とした継続した取組を行っていきたい。

【給食センターでの様子】

【栄養教諭による授業】

【2年生のレポート】
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令和７年度　福岡県学校給食研究指定校及び研究主題
学校名 研究主題 研究発表会

（予定）

新宮町立
新宮東中学校

（令和 7・8 年度）

健康的な食生活を実現しようとする生徒の育成
～防災・食育の視点に基づく教科・総合的な学習の時間の授業実践を通して～

（令和 7・8 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

小竹町立
小竹中学校

（令和 7・8 年度）

望ましい食習慣を主体的に身に付けようとする生徒の育成
～学級活動（2）を中心とした食に関する指導を通して～
（令和 7・8 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

大川市立
大川小学校

（令和 7・8 年度）

「食」への興味・関心を高め望ましい食習慣を身につけた子どもの育成
～「食を知る」「食をもとにかかわる」「食を楽しむ」活動構成の工夫を通して～

（令和 7・8 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

福岡県立
福岡高等視覚
特別支援学校

（令和 7・8 年度）

自らの健康について考え、望ましい食習慣を身に付ける生徒の育成
～食に関する指導の全体計画に基づいた取組と委員会活動の充実を通して～

（令和 7・8 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

北九州市立
白野江小学校

（令和 7・8 年度）

食への関心をもち、望ましい食生活をしていこうとする子どもの育成
～地域や身近な「ひと・もの・こと」との関わりを通して～
（令和 7・8 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業研究計画書より）

うきは市立
千年小学校

（令和 6・7 年度）

健全な食生活を進んで実践する子どもを育てる教育活動の推進
～食の課題を解決するプランニング活動を中心に～

（令和 6・7 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

1月29日 
(木)

桂川町立桂川小学校
桂川町立桂川東小学校
（令和 6・7 年度）

（小中連携）

食への関心を高め、自分の食生活を豊かにしようとする児童生徒の育成
～小中連携による食に関する指導の充実を通して～

（令和 6・7 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

11月21日 
(金)

桂川町立
桂川中学校

（令和 6・7 年度）
（小中連携）

食への関心を高め、自分の食生活を豊かにしようとする児童生徒の育成
～小中連携による食に関する指導の充実を通して～

（令和 6・7 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

11月21日 
(金)

上毛町立
西吉富小学校

（令和 6・7 年度）

健全な食生活を実践することができる児童の育成
～授業の学びと日常生活をつなぐ活動を通して～

（令和 6・7 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

10月31日 
(金)

福岡県立
筑後特別支援学校
（令和 6・7 年度）

食への関心を高め、望ましい食生活に主体的に向き合う児童生徒の育成
～「食に関する指導の全体計画」の活用を通して～

（令和 6・7 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

11月19日 
(水)

福岡市立
志賀島小学校

（令和 6・7 年度）

地域の食に興味・関心をもち、郷土志賀島を大切にする児童の育成
～地域の特産物や郷土料理についての学習を通して～

（令和 6・7 年度福岡県学校給食研究指定委嘱事業中間報告書より）

11月15日
(土)
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材　料

作り方

　北九州市では、令和６年度から『おいしい給食大作戦』と題

して、学校給食をこれまで以上に充実させる取組を行っていま

す。その中でも、『学校給食応援団』としてご協力いただいてい

る市内有名料理店のシェフが考案した『シェフの北キュー三ツ

星献立』は、本格的な味付けや今までの給食になかった食材の

組み合わせなどが多くあり、子どもたちに大人気です。

　３月に、小倉北区のイタリア料理店Bekkの菅沼康二シェフが

貴船小学校に来校してくださり、３・４年生３３名と給食交流を

行いました。この日は、菅沼シェフ考案の「ハンバーグのな花

ソース」を提供しました。菅沼シェフから、たまねぎに塩を打っ

てよく炒め、うま味を引き出す調理法

を教えていただき、豆乳を使った旬の

福岡県産「な花」の彩りが美しいソー

スを調理員の方が丁寧に作ってくださ

いました。

　本校の子どもたちは、食べ慣れない食材や初めての味付けに

抵抗感を抱く子が多いため、献立について事前指導を行いまし

た。菅沼シェフの紹介や献立に込められた思い、な花の苦みの

理由を伝えると、給食交流を心待ちにする様子が見られまし

た。当日は、「な花ソースがクリーミーでおいしい」と大好評で、

イタリア語で“ボーノ！”と大盛り上がりでした。菅沼シェフから

「食事を作ってくれた人、給食でいえば調理員の方にありがと

うを伝えてほしい」というメッセージをいただき、子どもたちは

さっそく「給食おいしかったです、いつもありがとうございま

す」と調理員の方に伝えていました。

　菅沼シェフとの給食交流を通して、子どもたちの食経験を豊

かにすることは、心の豊かさの成長にもつながることを学ばせ

ていただきました。今後も子どもたちの学びとなるような食に

関する指導を多くの方々と協力しながら、実践していきたいと

感じました。

北九州市立貴船小学校

栄養教諭 宮内 萌々香

な花ソース！“ボーノ！！”

〈１人分〉 〈4人分〉

おすすめメニューメニューおすすめ

●さば 1切 4切
●酒 2.5g（小さじ1/2） 10g（小さじ2）
●梅肉 1粒 3～4粒
●みりん 4.5g（小さじ2/3） 18g（大さじ1）
●砂糖 1.5g（小さじ1/2） 6g（小さじ2）

新宮町立新宮小学校
栄養教諭　中西 美里

さばの梅焼き
　さばの梅焼きは、甘酸っぱい特製ダレで焼き上げた給
食の人気メニューです。さばのうまみと梅のさわやかな酸
味が楽しめます。

麦ごはん、牛乳、さばの梅焼き、
きんぴらごぼう、みそ汁献立例

①　さばは、酒をふりかけ臭みをとる。
②　梅干しは種を取り、ペースト状になるまでたたく。（ね
り梅をつかってもよい）

③　②とみりん、砂糖を混ぜ合わせて、①のさばにまぶして
５分程置いてなじませる。

④　③をこんがり焼く。

エネルギー151kcal　たんぱく質8.6g　脂質13.4g　食塩相当量0.5g　カルシウム5mg　マグネシウム15mg　鉄0.5mg
ビタミンA（RAE）22㎍　ビタミンB1 0.07mg　ビタミンB2 0.18mg　ビタミンC 1mg　食物繊維 0.1g　亜鉛0.5mg

栄養価（１人分）
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給食福岡　vol.1168

地域学習を通しての地産地消

本紙に関する御意見等をお聞かせください。
（給食会ホームページ「お問合わせ」を御利用いただくと便利です。 https://www.fukukyuu.or.jp）

表紙の
写真は…

みやこ町立伊良原小・中学校長　　飯田 恵文

令和７年度広報紙「給食福岡」編集委員会委員
を令和７年４月１日付けで次の９名の方に委嘱し
ましたので紹介します。（敬称は省略しています。）
Vol.126（2025.7月号）～Vol.131（2026.5月号）
の編集に携わっていただきます。令和７年５月
27 日に第１回編集委員会を開催し、今年度の内
容等について協議していただきました。

◎ 委 員 長 藤　田　　　勉　（新宮町立新宮東中学校・校長）
◎ 副委員長 池　上　和　久　（大川市立大川小学校・校長）
◎ 委　　員 大　野　義　仁　（福岡県教育庁教育振興部体育スポーツ健康課・指導主事）
 守　谷　晴　美　（福岡県教育庁北筑後教育事務所・指導主事）
 香　山　真由美　（福岡県教育庁京築教育事務所・指導主事）
 穴　吹　千　鶴　（小竹町立小竹中学校・教諭）
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第1回編集委員会の様子

本校は、地域の自然環境や施設等を生かした特色ある教育を望んでいる児童生徒が在籍する小中一貫教育校として、地域
や保護者からも期待されている。
小学部では、地域で昔から作られているみそ作りを学ぶことを通して、地域や食に関する関心を高めるとともに大切さにつ
いて実感している。そして地域の帆柱特産組合工場に行き、地域の人にみそ作りを教えてもらっている。縦わりのグループに
分かれ、大豆と麹を混ぜる作業や、みその樽の上に乗り空気を抜く作業を協力して行いながら作業の大変さや工夫点などを
知ることができる。そして、作ったみそを学校で半年ほど熟成させ、出来上がった喜びを味わいながら丁寧にパック詰めを行っ
ている。ここでは、帆柱特産組合の方に感謝の気持ちをもって感想や質問ができるようにするために、活動の前に各学年に
応じた目標設定を行っている。
小学２年生の生活科では、みやこ町の食に関わる「ひと・もの・こと」について調べたり、実際に触れ合ったりして、地域
の特産物について親しみをもつようにしている。１回目の探検では、果樹園、犀川の特産物センター、給食センターを訪問し、
地域の特産物を知ったり、育てている人の苦労や喜びについて話を聞いたりして、日頃食べている給食が作られている様子を
学ぶことができた。２回目の探検では、豊津の特産物センター、ケーキ屋、 ＪＡ、郵便局を訪問し、地域によって特産物に違
いがあることや、地域のものを用いた食べ物があることを知ったり、農家を支えている仕事があることに気づいたりすること
ができた。ここでは、みやこ町の「ひと・もの・こと」という視点を与えたことによって、町で作られている食べ物はさまざ
まな人たちの支えやつながりによって、育てられていることに気づくことができた。さらに、実際に町を巡ることによって、豊
富な特産物は、豊かな自然環境が関係していることを考えることができた。
表紙の写真は、小学部が総合的な学習の時間に行っている、みそ作りやゆずごしょう作りの様子と、ランチルームでの少人
数を生かした全学年一斉給食の様子である。
児童生徒は、学習したことを給食を通して振り返り、地産地消の考えが深まっている。そして、地域がさらに好きになっている。
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